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カーボンニュートラルを実現するため、二
酸化炭素を分離・貯蔵・固定化・活用する
研究開発が世界的に進められています。と
くに二酸化炭素を分離・回収し、地中に貯
蔵するCCS（Carbon dioxide Capture and
Storage）や、回収した二酸化炭素を有効活
用するCCU（Carbon dioxide Capture and
Utilization）は次世代の二酸化炭素削減技
術の中核として期待されています。本特
集では、中でも二酸化炭素の新しい回収
手法や有用な有機分子や高分子に固定化
する技術、超臨界二酸化炭素など、反応
場として有効活用する研究開発について
紹介します。
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